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パ ネ ル

が

大
き
く

異
な
る

の

で

あ
る

。

定
め

ら
れ

た
台
本
の

内
容
を

巧
み

な
話
芸

に

よ

っ

て

人
々

に

伝
え

る

伝

統
的
な

説
教
と
、

自
ら
の

思

想
や

主

張
を

人
々

に

伝
え
る

演
説
で

は
、

弁

舌
の

役
割
が

根
本
的
に

異
な
っ

て

い

る
。

落
語
の

源
流
と
も
さ
れ

る

「

節
談

説
教
」

を

聞
き

に

集
ま
る

聴
衆
は、

説

教
者
の

思
想
や
主

張
を

理
解
す
る
こ

と

よ

り
も、

話
芸
を

楽
し

む

こ

と

を

求
め

て

い

た
。

説
教
の

な

か

に

組
み

込
ま

れ

た

教
訓
や

経
典
の
一

節
が
、

人
々

の

心
に

沁
み

入
る

こ

と

は

あ
っ

た

で

あ
ろ

う
が

、

そ
こ

で

は

理
論
的

な
説

明
よ

り
も
情
感
が
重

視
さ

れ
て

い

る
。

　
一

方、

自
己
の

思
想
や

主
張
を

人
々

に

伝
え
る

メ

デ
ィ

ア

と

し
て

の

演

説
・

講
演
に

と

っ

て

は、

内
省
的
に

自
ら

を

語
る

こ

と

が

重
要
な
の

で

あ

っ

て
、

話
芸
に

よ

っ

て

人
々

を

楽
し

ま

せ

る

こ

と
は

、

副
次

的
な

目
的
に

な
る

。

宗
教

的
な

講
演
・

演
説
に

と

っ

て

は
、

自
ら
の

信
仰
を
語
り、

教

え
の

内
実
あ
る

い

は

正
当
性
を
人
々

に

納
得
さ
せ

る

こ

と

が

重
要．
な
の

で

あ
る
。

演

説
の

目
的
は、

人
々

の

意
識
を

変

革
す

る

「

教
化
」

で

あ
っ

て、

こ

れ

が

宗
教
的
な

教
化
活
動
と
し
て

行
わ
れ
る

場

合
に

は

「

布
教
」

に

な
る

。

　
近

世
の

「

節
談
説

教
」

の

歴
史
的
研

究
を

中
心
に、

日

本
の

「

話
芸
」

の

文

化
史
を

研
究
し

た、

関
山
和
夫
は、

コ

人

前
の

説
教
者
に

な

る
た

め

に

は
、

師
匠
の

随
行
を
す
る

と

い

う
修
業
の

方
法
は
、

昭

和
十
年
代
を

も

っ

て

終
止

符
を

打
っ

た
」

と

し
て

い

る
。

こ

の

後
は
、

各

宗
の

大
学
で

学
問
や

教
養
を

身
に

つ

け
た

僧
侶
た

ち
が
、

人
々

の

教
導
を

担
う
こ

と
に

な
る

。

従
来
の

近

代
仏
教
史
で

は、

あ
ま
り
注

目
さ

れ

て

こ

な
か

っ

た
側

面
の
一

つ

で

あ
る

が
、

自
ら
の

信
仰
を

語
り、

人
々

を

教
導
す

る

た

め
の

手
法
が
、

こ

の

よ

う

に

大
き
く

変
化
し

た

こ

と

は、

「

近

代
仏
教
（
さ
ら

に

は

「

日

本
の

近
代
」）

と
は

何
か
」

と

い

う

問
い

に

と

っ

て
、

無
視
す

る

こ

と
の

で

き
な

い

意
味
を

持
っ

て

い

る

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　
当
時
の

仏
教

界
を

取
り
巻
く

、

政
治
的
・

社
会
的
・

文
化
的

状
況
と

深

く
関
わ
り
な
が
ら、

演
説
・

講
演
と

い

う
メ

デ
ィ

ア

を
通
し

て

仏
教
思
想

に

つ

い

て

語
り

続
け
た
、

加
藤
咄
堂
の

活
動
は、

新
た

な
メ

デ
ィ

ア

を
通

じ

て

語
り
直
さ
れ

た
「

仏
教
／
宗
教
」

の

歴
史

性
に

つ

い

て

考
え
る
う
え

で
、

極
め

て

興

味
深
い

題
材
を

提
供
し
て

く
れ

る

の

で

あ
る

。

前
田

慧
雲
と

「

自
由
討
究
」

　

　
　

　

本
願
寺

教
団
の

対
応
と

宗

学
研
究
法

t
岩

　
田

　
真

　
美

　
「

自
由

討
究
」

と

は
、

宗
教

的
伝
統
に

対
す

る

「

自
由

討
究
」

と
い

う

態
度
・

方
法
で

あ
り、

教

権
教
条
に

束
縛
さ

れ
ず、

自
由
に

宗
教
の

真
理

を

発
見
す
る

こ

と

で

あ
る

。

そ

れ

は、

明
治
二

十
年

代
か

ら

三

十
年
代
に

お

け
る

仏
教

革
新
運
動
（
新

仏
教
運
動）

の

中
で

主
唱
さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

た
。

活
字
メ

デ
ィ

ア

の

発
達、

教
育
環
境
の

整
備
は
、

「

自
由
討
究
」

と

い

う

実
践
を

可
能
に

す
る
大
き
な

要

因
で

も
あ
っ

た
。

本
発
表
で

は
、

真
宗

教
学
の

近
代
化
に

大
き
な

影

響
を

与
え
た

と

い

わ

れ

る

前
田
慧

雲

（
一

八

五

七

1
一

九
三

〇）

を

取
り
上

げ、

前
田

に

お

け

る

「

自
由

討

究
」

の

主
張
と

、

活
字
メ

デ
ィ

ア

や

学

校
教
育
と

の

関
わ

り
、

加
え
て
、

「

自
由
討
究
」

に

対
す
る

（
西
本
願
寺）

教
団
側
の

対
応
に

つ

い

て

検
討

す
る

。

　

明
治
三

十
四

年、

本
願
寺
派

第
二

十
六
回

定
期
集
会
に

お

い

て
、

「

宗
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パ ネ ル

義
二

関
ス

ル

著
書
取
締
条
例
ノ

建

議
」

と

い

う
建
議

案
が

提
出
さ

れ

た
。

こ

れ

は、

当

時
の

教
団
内
外
に

お

け

る

自
由
討
究
の

嵐
潮
を
危
険
視
し

、

派
内
僧
侶
の

出
版
物
を

原
稿
段
階
で

本
山
に

提
出
さ
せ

て

事
前
検
閲
し

、

宗
義
に

違
反

す
る

場
合
は
そ
の

出
版
を

許
可
し
な
い

と

い

う
出

版
取
締
条

例
の

施
行
の

必
要
性
を
訴
え
た

も
の

で

あ
っ

た
。

建

議
案
の

施
行
に

よ

っ

て

自
由
討

究
を

取
り
締
ま
ろ
う
と

す
る

教
団
の

動
向
に

対
し、

前
田

慧
雲

は

『

六

条
学
報
』

第
六

号
（
明
治
三

十
四

年
十
二

月

発
行
）

に

論
文

「

宗

学
研
究
法
に

就
て

同
窓
会
諸

君
に

白

す
」

を

発
表

し
て

、

こ

れ

を

批
判

し
、

「

自
由

討
究
」

的
態
度
・

方
法
に

よ
っ

て、

訓
詁
的
・

論
題
的
解
釈

な
ど

の

伝
統
的
宗
学
研
究
法
か

ら、

哲
学
的
・

歴
史
的
・

思
想
史
的
な

研

究
法
へ

改
め
る

べ

き

こ

と

を
主
張
し
た

。

そ

し

て
、

そ
の

た

め

に

は

宗
学

以

外
の

学
問
（

普
通
学）

を

学
ぶ

こ

と
が

必
要
で

あ
る

と

訴
え

た
。

　

明
治
三

十
五

年
四
月、

本
願
寺

派
の

学
校
と

し
て

東
京
高
輪
に

高
輪
仏

教
大
学
が

開
設
さ

れ

た

が
、

前
田
慧
雲
は、

同
校
の

教

員
及
び

学
長
と
し

て
、

普
通
学
を
重

視
し
、

時
代
に

適
応
す
る

新
教
育
を

目
指
し

た
。

同
校

で

は

教
員
と

学
生
と

の

交
流
を

深
め

る
こ

と

を

目
的
に

「

学
友
会
」

が
組

織
さ

れ、

こ

の

内、

文
芸
部
で

は

雑
誌
の

編
集
や

出
版、

講
演
部
で

は
大

内
青
巒
・

ダ
ル

マ

パ

ー
ラ
・

内
村
鑑
三
・

村
上

専
精
な
ど
の

名
士

を

招
い

て

演
説
会
を

行
っ

て

い

た
。

高
輪
仏
教
大

学
は

、

本
山
に

対
し

て

学
校
行

政
権
の

自
主

性
を

要
求
し、

独
自
の

新
教

育
を

展
開
し
て

い

た

が
、

そ
れ

は

次
第
に

本
山
の

批
判
を
受
け
る

よ

う
に

な
り

、

明
治
三

十
六

年
十
月、

教
学
参
議

部
議
事
会
に

お

い

て

普
通

学
の

全

廃
が

検
討
さ
れ、

そ

の

後、

高
輪
仏
教
大

学
の

廃
止
が

取
り
決
め

ら
れ
た

。

学
長
の

前
田
慧

雲
は

じ
め

高
輪
系
教
員
二

十
名
は

『

教
学
私
見』

を

発
表
し

て

普
通

学
の

重

要
性
を

主

張
し、

同

校
の

廃
止

反
対
運
動
に

乗
り

出
し
た

。

前
田
慧
雲
ら

は

東
京

に

真
宗
本
派
同
志

会
を
結
成
し、

機
関
誌
『

教
界
時
事
』

を

発
行

、

各
地

で

演
説
会
を
行
う
な
ど

、

雑

誌
の

出
版
や

演
説
を

通
し

て

教
団
の

方
針
を

批
判
し

、

改
革
を

訴
え
た

。

教
団
側
は

、

こ

れ

ら

の

行
為
が

宗
務
施
行
妨

害
に

当
た

る
と

し
て、

前
田

慧
雲
以

下
、

高
輪
系
教
員
八

名
に

奪
度
牒
処

分
を

下
し

た
。

　
前
田

慧
雲
は
「

自
由
討

究
」

を

宗
学
研
究
の

基

本
態

度
と

し、

「

広
く

世

間
の

書
も
仏
教

各
宗
の

書
も

読
み

て
、

そ

の

中
の

栄
養
分
を

取
っ

て
、

宗
学
の

身
体
内
へ

送
り
込
む

こ

と

を
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
言
い
、

普
通
学

の

重
要

性
を
主

張
し

た
。

こ

の

よ
う
な
理
念
か

ら

前
田
は

、

東
京
に

開
設

さ

れ
た

高
輪
仏
教
大
学
に

お

い

て
、

教
員
及
び
学
長
と

し

て
、

普
通
学
を

重
視
し

た

新
教
育
の

導
入
に

努
め

た
。

同
校
で

は

「

文

章
」

「

作
文
」

に

関
す
る

講
義
が

行
わ

れ
て

お

り、

当
時
『

中
央
公
論
』

の

編
集
長
で

あ
っ

た

櫻
井
義
肇
ら
が
こ

れ
を

教
え
て

い

た
。

ま

た、

学
生
ら
が

組
織
す

る

学

友
会
で

は
、

活

発
に

出
版

・

演
説
活
動
が

行
わ

れ

て

い

た
こ

と

か

ら
も、

同
校
が

出
版

・

演
説
と

い

う
メ
デ
ィ

ア

と

積
極
的
に

関
わ
ろ

う
と
し
て

い

た
こ

と

が

分
か

る
。

こ

の

よ

う
な
環

境
は、

宗
教

的
伝
統
に

対
す
る

「

自

由
討
究
」

的
態

度
を

養
成
し、

時
代
に

適
応
し

得
る

「

宗
学
」

と
は

何
か

を

考
え

る

場
を、

学
生
（

青
年
仏
教

徒
）

た

ち

に

提
供
し
て

い

た
。

そ
れ

は

次
第
に

教
団

的
権
威
11

「

教
権
」

と

の

対
立

を

生
み

だ
す
こ

と

と

な

り、

高
輸
仏
教
大
学
は

閉
鎖
に

追
い

込
ま
れ、

同
校
を
守
ろ

う
と

し

た

前
田
慧

雲
ら

も

奪
度
牒
処
分
を

受

け
る

こ

と

と
な

る
。

高
輪
仏
教
大
学
の

閉
鎖

は、

真
宗
教
学
が

近
代
化
へ

向
け
て

胎
動
し

始
め

る

段
階
に

お

け
る

大
き

な
蹊
き

で

あ
っ

た
。
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